
は

じ

め

に

奈
良
市
大
野
町
に
あ
る
真
言
宗
の
十
輪
寺
で
、
近
年
、
一
幅
の
青
面
金
剛
像

（
口
絵
２
・
３
）
が
見
出
さ
れ
た
。
奈
良
市
教
育
委
員
会
が
そ
の
連
絡
を
受
け
て

画
像
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
青
面
金
剛
像
の
貴
重
な
古
作
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
平
成
十
四
年
三
月
、
奈
良
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
本
紙
・
表
装
と
も
著
し
く
損
傷
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
株

式
会
社
文
化
財
保
存
に
委
託
し
、
平
成
十
四
年
十
月
七
日
か
ら
平
成
十
六
年
一

月
八
日
ま
で
、
奈
良
国
立
博
物
館
文
化
財
保
存
修
理
所
に
お
い
て
保
存
修
理
を

行
っ
た
。

小
稿
は
、
本
作
品
の
簡
単
な
紹
介
も
兼
ね
て
、
こ
の
た
び
の
保
存
修
理
の
概

要
を
記
す
も
の
で
あ
る
。

一
、
作
品
の
概
要

本
作
品
は
、
絹
本
著
色
、
一
副
一
鋪
の
画
像
で
あ
る
。
図
様
は
、
中
央
に
青

面
金
剛
（
図
１
）、
そ
の
左
右
に
童
子
二
体
（
図
２
・
３
）、
下
方
に
夜
叉
四
体

（
図
４
・
５
）
を
描
く
。
青
面
金
剛
は
三
目
四
臂
で
、
三
股
叉
（
三
叉
戟
）・
棒
・

輪
・
羂
索
を
執
り
、
頭
光
を
負
い
、
二
鬼
を
踏
ん
で
立
つ
。
童
子
は
と
も
に
柄

香
炉
を
執
り
、
夜
叉
は
刀
・
羂
索
な
ど
を
執
る
。
彩
色
は
、
青
面
金
剛
の
肉
身

に
緑
青
を
塗
り
墨
線
で
輪
郭
し
、
条
帛
に
朱
と
白
、
裳
に
群
青
を
塗
る
。
童
子

の
肉
身
に
は
白
を
塗
り
、
朱
線
で
描
き
お
こ
し
、
着
衣
に
緑
青
等
を
塗
る
。
夜

叉
は
肉
身
を
朱
・
白
・
黄
土
・
群
青
で
塗
り
分
け
、
着
衣
を
諸
色
で
彩
る
。
各

像
の
着
衣
と
、
夜
叉
・
邪
鬼
の
肉
身
は
、
肥
痩
の
強
い
筆
致
で
表
し
、
暈
取
り

を
入
れ
る
。
焔
髪
や
着
衣
の
文
様
な
ど
に
金
泥
、
持
物
に
金
泥
と
截
金
を
用
い

る
。青

面
金
剛
の
画
像
は
、『
覚
禅
鈔
』
巻
七
八
「
不
動
法
上
」
や
、
寛
元
三
年

（
一
二
四
五
）
の
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
不
動
明
王
図
像
な
ど
に
描
か
れ
た
「
薬
廁

�
」
の
図
像
が
祖
形
と
み
ら
れ
、
青
面
金
剛
と
い
う
名
を
記
し
た
も
の
で
は
、

正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
の
裏
書
を
も
つ
高
野
山
・
正
智
院
の
青
面
金
剛
図
像
が

古
例
と
な
る
。
既
知
の
掛
幅
本
で
は
、
室
町
時
代
の
法
華
寺
本
（
奈
良
市
指
定

文
化
財
）
と
奈
良
県
立
美
術
館
本
が
古
く
、
大
倉
集
古
館
本
、
愛
知
・
祐
福
寺

本
、
福
井
・
万
徳
寺
本
、
大
阪
・
来
迎
寺
本
も
室
町
期
の
作
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
が
、
他
の
大
多
数
の
遺
品
は
近
世
以
降
の
類
型
的
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
、
十
輪
寺
本
は
堅
実
な
描
写
と
丹
念
な
彩
色
が
出
色

で
あ
る
。
各
像
の
や
や
萎
縮
し
た
形
姿
や
、
童
子
の
生
々
し
い
面
貌
な
ど
に
室

町
時
代
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
総
じ
て
鎌
倉
時
代
の
仏
画
の
表
現
技
法

奈
良

十
輪
寺
所
蔵

絹
本
著
色
青
面
金
剛
像
の
保
存
修
理

修
理
報
告

石

田

淳
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を
よ
く
踏
襲
し
て
お
り
、
青
面
金
剛
像
の
希
少
な
秀
作
と
い
え
る
。
制
作
時
期

は
作
風
か
ら
室
町
時
代
と
考
え
ら
れ
、
青
面
金
剛
の
絵
画
遺
品
と
し
て
は
ご
く

早
期
の
作
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
十
輪
寺
本
の
図
様
は
、
夜
叉
の
一
体
が
人
型
の
小
像
を
持
つ
こ

と
を
除
け
ば
、『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
九
「
大
青
面
金
剛
呪
法
」
の
所
説
と
ほ
ぼ
合

致
し
、
青
面
金
剛
像
の
標
準
的
な
図
像
を
示
す
。
こ
の
図
像
の
遺
品
は
多
い
が
、

古
い
掛
幅
本
の
う
ち
、
法
華
寺
本
と
祐
福
寺
本
は
『
青
色
大
金
剛
薬
叉
辟
鬼
魔

法
』
に
基
づ
き
本
図
と
は
持
物
等
の
異
な
る
形
像
に
表
さ
れ
て
お
り
、
少
数
遺

る
室
町
時
代
以
前
の
彫
像
も
当
初
の
持
物
が
不
明
で
あ
る
の
で
、
本
図
は
『
陀

羅
尼
集
経
』
系
の
図
像
に
よ
る
古
作
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

な
お
、
本
図
の
箱
に
は
次
の
墨
書
（
図
６
・
７
）
が
あ
る
。

（
蓋
裏
）「
�
青
面
金
剛
本
尊
箱

正
保
四
年
丁
亥

霜
月
吉
祥
日

結
衆

順
西
禅
門

道
祐
禅
門

宗
三
郎

才
一
郎

善
七
郎

久
七

孫
市

田
原

大
野
村
」

（
身
底
）「
寛
政
六
寅
年
修
覆

講
中

太
兵
衛

兵
蔵

喜
重
郎

勝
右
衛

門

利
兵
衛
」

こ
の
銘
に
よ
っ
て
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
大
野
村
の
結
衆
が
箱
を
作
っ

た
こ
と
と
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
講
中
が
修
復
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

青
面
金
剛
は
、
中
世
に
庚
申
信
仰
と
強
く
結
び
つ
き
、
十
七
世
紀
に
は
庚
申
待

や
庚
申
講
の
本
尊
と
し
て
各
地
で
礼
拝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
十
輪
寺
の
あ

る
大
野
町
（
旧
大
野
村
）
周
辺
で
も
庚
申
信
仰
は
盛
ん
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

江
戸
時
代
の
多
数
の
石
造
庚
申
塔
が
こ
の
地
域
に
遺
り
、
貞
享
三
年
（
一
六
八

六
）
三
月
四
日
に
庚
申
講
の
講
衆
が
十
輪
寺
で
会
合
し
た
こ
と
が
『
山
本
平
左

衛
門
日
並
記
』（『
大
和
国
無
足
人
日
記
』）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
本
図
は
、
江
戸
時
代
に
は
当
地
で
庚
申
待
や
庚
申
講
の
儀
礼
に
本
尊
と

し
て
懸
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
庚
申
信
仰
資
料
と
し
て
も
注
目
に
値

す
る
。二

、
修
理
前
の
状
況

本
作
品
は
、
長
年
開
披
さ
れ
ず
箱
に
納
置
さ
れ
て
い
た
が
、
画
面
全
体
に
横

折
れ
が
生
じ
、
折
れ
山
で
料
絹
が
裂
損
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
裏
打
ち
ご

と
断
裂
し
て
い
る
箇
所
も
あ
っ
た
。
し
か
も
料
絹
は
随
所
で
欠
失
し
、
欠
失
箇

所
の
小
口
な
ど
で
は
、
料
絹
が
糊
浮
き
を
お
こ
し
裏
打
ち
か
ら
剥
離
し
て
い
た
。

絵
具
は
膠
着
力
が
低
下
し
紛
状
化
し
て
、
剥
落
が
進
行
し
て
い
た
。
緑
青
を

塗
っ
た
青
面
金
剛
の
肉
身
部
は
緑
青
焼
け
が
著
し
く
、
と
く
に
顔
面
（
口
絵

５
）
は
口
の
周
囲
の
料
絹
が
大
き
く
欠
失
し
、
額
の
第
三
眼
も
一
部
が
残
る
の

み
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
料
絹
が
欠
失
・
剥
離
し
た
箇
所
の
中
に
は
、
裏
彩

色
や
、
絹
目
の
間
の
絵
具
が
肌
裏
に
付
着
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
（
口

絵
７
）、
そ
れ
ら
の
彩
色
が
失
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。

後
世
の
補
筆
と
補
彩
は
少
な
い
も
の
の
、
本
紙
に
は
部
分
的
に
補
絹
が
施
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
が
元
の
料
絹
と
織
り
が
異
な
り
糸
も
太
い
た
め
、
本
紙
に
適

合
せ
ず
違
和
感
が
あ
っ
た
。
本
紙
全
体
に
汚
れ
が
付
着
し
、
水
濡
れ
に
よ
る
と

み
ら
れ
る
シ
ミ
（
図
８
）
も
鑑
賞
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た
。

表
装
は
糊
離
れ
が
著
し
く
、
中
廻
し
が
大
半
欠
失
し
、
総
縁
も
大
き
く
破
れ
、

右
側
軸
首
も
欠
失
し
て
い
て
、
開
披
懸
垂
が
困
難
な
状
態
で
あ
っ
た
。

三
、
修
理
の
概
要

前
述
の
よ
う
に
作
品
全
体
の
損
傷
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
今
回
の
修
理
で
は
、
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解
体
し
て
彩
色
の
剥
落
止
め
と
料
絹
の
補
修
を
行
い
、
表
装
裂
を
す
べ
て
改
め

る
こ
と
と
し
た
。
以
下
、
具
体
的
な
作
業
内
容
を
手
順
に
従
っ
て
記
す
。

は
じ
め
に
現
状
の
調
査
と
記
録
・
写
真
撮
影
等
を
行
っ
た
の
ち
、
表
面
に
付

着
す
る
埃
を
払
っ
て
除
去
し
た
。
次
い
で
、
料
絹
が
裏
打
紙
か
ら
剥
離
し
て
い

る
箇
所
を
メ
チ
ル
セ
ル
ロ
ー
ス
二
％
水
溶
液
で
仮
止
め
し
た
う
え
で
、
軸
装
を

解
体
し
た
。
そ
れ
か
ら
濾
過
水
を
噴
霧
し
て
本
紙
の
汚
れ
を
吸
取
紙
に
吸
着
さ

せ
た
。
シ
ミ
状
の
汚
れ
は
、
こ
の
方
法
で
ほ
ぼ
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
た
（
図

９
）。絵

具
層
の
剥
落
止
め
は
、
兎
膠
三
％
水
溶
液
と
、
同
水
溶
液
と
メ
チ
ル
セ
ル

ロ
ー
ス
三
％
水
溶
液
の
混
合
液
と
を
使
い
分
け
て
行
っ
た
。
脆
弱
化
し
た
料
絹

の
無
地
部
分
も
、
メ
チ
ル
セ
ル
ロ
ー
ス
二
％
水
溶
液
を
塗
布
し
て
強
化
し
た
。

メ
チ
ル
セ
ル
ロ
ー
ス
（
分
子
量
１
５
０
０
０
）
を
多
用
し
た
の
は
、
フ
ノ
リ
よ
り

も
微
生
物
の
繁
殖
や
虫
害
が
少
な
く
、
分
子
量
や
濃
度
に
よ
っ
て
粘
度
調
整
が

可
能
と
い
う
特
長
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

肌
裏
を
除
去
す
る
に
は
、
裏
彩
色
や
、
肌
裏
に
付
着
し
て
い
る
絵
具
を
保
護

す
る
処
置
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
料
絹
が
欠
失
し
絵
具
が
肌
裏
紙
に
残

る
箇
所
で
は
、
表
か
ら
補
絹
を
施
し
た
。
そ
し
て
レ
ー
ヨ
ン
紙
で
表
打
ち
を
し

乾
燥
さ
せ
た
の
ち
、
肌
裏
紙
に
一
部
ず
つ
少
量
の
湿
り
を
与
え
、
繊
維
を
ほ
ぐ

し
て
肌
裏
紙
を
除
去
し
た
。
こ
の
手
法
は
乾
式
肌
上
げ
法
と
よ
ば
れ
、
裏
彩
色

の
あ
る
絵
画
を
修
復
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
行
う
に
は
、
水
分
に

よ
っ
て
本
紙
の
汚
れ
が
シ
ミ
に
な
ら
な
い
こ
と
と
、
絵
具
層
が
表
打
ち
の
除
去

に
耐
え
ら
れ
る
こ
と
が
条
件
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
事
前
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と

絵
具
層
の
剥
落
止
め
を
入
念
に
行
い
、
レ
ー
ヨ
ン
紙
の
表
打
ち
に
常
温
で
抽
出

し
た
フ
ノ
リ
を
使
用
し
た
。

従
来
、
表
打
ち
に
は
加
熱
後
に
濾
過
し
た
フ
ノ
リ
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、

水
に
溶
け
に
く
い
た
め
、
肌
上
げ
終
了
後
フ
ノ
リ
を
除
去
す
る
の
に
水
を
長
時

間
塗
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
料
絹
や
絵
具
層
の
脆
弱
化
を
ま
ね
く
危
険
性
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ノ
リ
を
常
温
で
抽
出
す
る
方
法
が
株
式
会
社
文
化
財
保

存
と
東
京
文
化
財
研
究
所
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
加
熱
し
た
も
の
と
比
べ
て
水

に
溶
け
や
す
く
、
し
か
も
同
等
以
上
の
接
着
力
を
も
つ
フ
ノ
リ
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
用
い
る
と
、
水
の
使
用
時
間
を
短
縮
し
、
本
紙
へ
の
フ

ノ
リ
の
残
留
を
減
ら
し
て
、
よ
り
安
全
に
表
打
ち
を
除
去
で
き
る
。
本
図
で
は
、

こ
う
し
て
彩
色
を
保
護
し
な
が
ら
慎
重
に
作
業
を
進
め
た
結
果
、
肌
裏
紙
を
す

べ
て
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
口
絵
４
）。

絹
裏
に
は
、
料
絹
の
欠
失
部
よ
り
大
き
い
補
絹
が
貼
付
さ
れ
て
い
て
、
当
初

の
料
絹
が
補
絹
と
重
な
り
傷
む
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
旧
補
絹
は
す

べ
て
除
去
し
、
新
た
に
欠
失
箇
所
の
形
状
に
あ
わ
せ
て
裏
か
ら
電
子
線
劣
化
絹

を
補
っ
た
。
旧
補
絹
の
一
部
（
青
面
金
剛
の
持
つ
三
股
叉
の
柄
）
に
補
筆
が
み
ら
れ

た
が
、
拙
く
鑑
賞
に
不
必
要
な
の
で
除
去
し
た
（
図
１０
・
１１
）。

旧
肌
裏
紙
は
色
が
暗
く
、
画
面
を
過
度
に
暗
鬱
に
し
て
い
た
た
め
、
新
し
い

肌
裏
は
薄
楮
紙
を
本
紙
の
色
合
い
に
あ
わ
せ
て
や
や
明
る
く
染
め
、
小
麦
澱
粉

糊
に
て
裏
打
ち
し
た
。
そ
れ
か
ら
増
裏
に
美
栖
紙
を
古
糊
で
打
ち
仮
張
り
し
、

折
れ
の
生
じ
て
い
た
箇
所
に
、
楮
紙
に
よ
る
折
れ
伏
せ
を
小
麦
澱
粉
糊
を
用
い

て
入
れ
た
。
本
紙
の
細
か
い
欠
失
箇
所
に
は
表
か
ら
も
補
絹
を
施
し
た
。

表
装
の
裂
は
再
使
用
に
堪
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
す
べ
て
新
調
し
、
色

彩
対
比
の
強
い
画
面
と
の
調
和
を
考
慮
し
て
、
中
縁
と
風
帯
に
濃
縹
地
中
牡
丹

唐
草
文
金
襴
、
総
縁
に
黄
茶
地
立
唐
草
文
綾
を
と
り
あ
わ
せ
た
。
そ
し
て
中
裏

に
美
栖
紙
、
総
裏
に
宇
陀
紙
を
、
と
も
に
古
糊
を
用
い
て
裏
打
ち
し
た
の
ち
、

表
張
り
し
て
乾
燥
さ
せ
た
。

補
絹
部
分
に
は
地
色
あ
わ
せ
の
補
彩
を
施
し
た
。
青
面
金
剛
の
顔
面
部
は
、
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料
絹
が
大
き
く
欠
失
し
て
頬
か
ら
顎
に
至
る
輪
郭
線
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、

補
彩
の
色
調
整
に
は
検
討
を
要
し
た
が
、
作
為
的
な
塗
り
分
け
は
せ
ず
、
適
度

な
濃
度
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
顔
の
輪
郭
を
想
起
し
う
る
状
態
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
（
口
絵
６
）
。
そ
の
ほ
か
の
部
分
も
、
肌
裏
に
残
る
彩
色
を
生
か
す
よ
う

に
補
彩
の
濃
度
を
調
整
し
た
（
口
絵
８
）。

最
後
に
、
軸
首
（
蓮
唐
草
文
金
鍍
金
軸
）、
軸
木
、
八
双
、
啄
木
等
、
い
ず
れ
も

新
調
し
た
も
の
を
使
用
し
軸
装
に
仕
立
て
た
。
墨
書
銘
の
あ
る
箱
は
作
品
と
と

も
に
保
存
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
桐
太
巻
添
軸
を
用
い
る
と
軸
が
こ
の
箱
に

納
ま
ら
な
い
の
で
、
新
た
に
内
箱
（
桐
屋
郎
箱
）
と
外
箱
（
桐
漆
塗
台
指
箱
）
を
作

り
、
内
箱
に
軸
を
納
め
、
外
箱
に
内
箱
と
旧
箱
を
併
置
し
て
納
入
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
旧
箱
は
、
除
去
し
た
旧
表
装
裂
等
を
納
め
る
の
に
活
用
し
た
。

修
理
前
後
の
法
量
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
単
位
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。

本
紙

（
修
理
前
）
縦
八
三
・
三

横
三
八
・
二

（
修
理
後
）
縦
八
五
・
一

横
三
九
・
二

総
寸

（
修
理
前
）
縦
一
五
七
・
〇

横
五
五
・
三

（
修
理
後
）
縦
一
六
二
・
六

横
五
三
・
一

お

わ

り

に

本
図
の
修
理
は
高
度
に
熟
練
し
た
技
術
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
全
工

程
を
終
え
て
、
本
紙
料
絹
と
彩
色
の
保
存
が
は
か
ら
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
図
様

が
明
瞭
と
な
り
鑑
賞
し
や
す
い
状
態
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
修
理
の
過

程
で
は
、
裏
彩
色
が
各
像
の
ほ
ぼ
全
身
に
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、

表
の
描
写
や
彩
色
と
と
も
に
、
絵
師
の
堅
実
な
画
技
が
う
か
が
え
た
。

従
来
、
青
面
金
剛
は
、
古
い
遺
品
に
恵
ま
れ
な
い
た
め
美
術
史
の
研
究
対
象

と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
機
会
が
少
な
く
、
そ
の
図
像
の
成
立
や
図
様
の
展
開

に
は
解
明
す
べ
き
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
青
面
金
剛
の
代

表
的
な
絵
画
作
例
と
評
し
う
る
十
輪
寺
本
が
見
出
さ
れ
、
修
理
を
経
て
、
良
好

な
状
態
で
の
保
存
と
公
開
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る

と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

〈
付
記
〉

本
作
品
の
修
理
は
、
十
輪
寺
の
代
表
役
員
森
崎
隆
弘
師
と
檀
信
徒
各
氏
の
熱
意
の
も
と
、

奈
良
市
文
化
財
保
護
審
議
会
副
会
長
河
原
由
雄
氏
の
御
指
導
と
、
奈
良
国
立
博
物
館
の
御

協
力
、
そ
し
て
株
式
会
社
文
化
財
保
存
の
御
尽
力
を
賜
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
事
前
に

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
の
高
橋
平
明
氏
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
存
課
の
神
田
雅

章
氏
と
佐
藤
大
氏
の
御
高
配
を
賜
っ
た
。
な
お
図
８
〜
１１
お
よ
び
口
絵
２
・
３
・
６
〜
８

は
文
化
財
保
存
の
撮
影
し
た
写
真
を
使
用
し
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
深
甚
の
感
謝
の
意

を
表
し
た
い
。

（
い
し
だ

あ
つ
し

奈
良
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
）
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